


国立大学法人茨城大学の平成17年度に係る業務の実績に関する評価結果

１ 全体評価

茨城大学は、法人化直後の平成16年度において、教員の意識改革や体制整備を図り

つつ、学長を中心に、財政の確立や企画執行部門の整備等の課題に一つ一つ取り組ん

でいると評価されている。平成17年度においても、着実に改革に向けて努力されてい

ることが伺える。具体的には、平成16年度の評価結果を踏まえ、主として以下のよう

な対応が見られる。

全学的な資源配分について、学長運用教員を確保できているが、今後全学的な視点

から戦略的な配分が行われることが期待され炎吚 ｋ



こととし、学長運用教員として確保し、各学部の採用計画に沿って、教育研究発展の







○ 本学所蔵の貴重な歴史資料をまとめて展示し市民への公開を開始している。
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z 附憎

学じロ晦槖ノ公開


